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第11回 日本医薬品情報学会
総会・学術大会（東京）

小清水 敏昌 (順天堂大学医学部附属浦安病院)
「医薬品情報学の過去と未来」

大会長：小清水 敏昌
　　　　 ( 順天堂大学医学部附属浦安病院 )
主　催：日本医薬品情報学会
後　援：（社）東京都病院薬剤師会
　　　　（社）東京都薬剤師会

● 懇親会費　 
　会員・非会員5,000円（学生 2,000円）
　　　　　　　　　　　　　　原則、事前申込 
※大会ホームページからオンライン登録にてお申込下さい。
　事前登録締め切り 平成20年 6月20日（金）

● 参 加 費　 
　　　　　　　　 事前申込　　当日参加 
　医薬品情報学会会員 ： 5,000円　 7,000円 
　非　　会　　員 ： 7,000円　 9,000円 
　学　　　　生 ： 1,000円　 1,000円

URL：http://www.jasdi.jp/11th/

会期

会場

平成
 20年 7月 5日 土／6日 日

東京ビッグサイト（東京都江東区有明）

● 会長講演 ●

● 参加登録 ●

髙久 史麿 (自治医科大学)
「これからの医学の目指すところ－医のこころ、薬のこころ－」

● 特別講演1 ●

宮田 満 (日経ＢＰ社)
「ゲノム情報は医療現場にどう応用されていくか」

● 特別講演2 ●

三輪 亮寿 (三輪亮寿法律事務所)
「医薬品情報伝達上の法的留意点」

● 教育講演1 ●

富永 俊義 (厚生労働省大臣官房)
「最近の海外における医薬品の規制当局の動向」

● 教育講演2 ●

1.「ゲノム研究から得られた情報と医薬品開発の未来」
● シンポジウム ●

2.「これからの医薬品情報学に必要な教育とは」
3.「患者こそ医療の“主役”－患者の経験を次の医薬品情報に活かすには－」
4.「医薬品情報認定薬剤師を考える」

「医薬品情報学の研究とは何か？ 医薬品情報学は社会に何を
　発信するのか？ 医薬品情報学のビジョンを語ろう！」

● ワークショップ ●
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